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人工材料A

礫混じり
粘土

CH-G

礫混じり
シルト質
砂

SM-G

火山灰質
粘性土

V

ひん岩Po

  43.66

  42.81

  40.11

  39.81

  32.91

  31.21

  30.11

  28.81

  0.15

  1.00

  3.70

  4.00

 10.90

 12.60

 13.70

 15.00

暗灰～

灰

黄灰

褐

黄褐

～

淡青灰

～

黄灰

表層5㎝アスファルト、15㎝砕石 
盛土。不均質。シルト～粘土主体
である。
φ10～30㎜の角礫混入する。    
崖錐性堆積物。
不均質かつ緩い。砂主体である。
。
シルトを多く混入する。
φ5～20㎜の亜円礫を混入する。 

所々、火山灰質粘性土を塊状に混
入する。

火山灰。粘性強く、コアは固結状
を呈する。
貫入岩。風化作用を受け、土砂状
コア。
コアは指圧で潰れる。
粘性を全体に帯びる。

GL-6m以深は砂状コア、やや固結
状となる。

GL-8.5m付近は、比較的風化の弱
いコアがみられる。     

GL-10.9m以深は、砂～礫状コアを
呈する。
礫状コアは角礫状で、φ10～30㎜
程度に分離しやすい。   
ハンマー軽打でコアは崩れる。

GL-12.6m付近は、粘土状コアを呈
する。
GL-13m以深は礫状コア多くみられ
る。
礫自体はハンマー軽打では割れに
くい。
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地質調査技士
登 録 番 号 ：

地質調査技士
登 録 番 号 ：

地質調査技士 地質調査技士
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名  火の山移動施設整備設計・施工業務　ボーリング調査費

北 緯  33ﾟ 58' 02.5394" 

東 経 130ﾟ 57' 25.5920" 

 株式会社 リクチコンサルタント   萩原　秀雄  大田　清栄  萩原　秀雄  内山　克司  

試 錐 機 YBM-1WA  

エンジン NFD-12  ポ ン プ GP-3     

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ 
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総 削 孔 長 15.00m 

ボーリング名 1A  

発 注 機 関 日本ケーブル株式会社　大阪支店

孔 口 標 高
 TP  

 43.81m 

調 査 期 間  令和6年 6月26日～ 令和6年 6月28日 

調 査 位 置 山口県下関市火の山公園地内　現行ロープウェイ路線及びその周辺 

電 話 083-922-1698 

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎

 第21244号  第14477号   第12228号   第14477号  
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人工材料A

礫混じり
砂

S-G

凝灰質砂
岩

Tss 

含礫凝灰
質砂岩

玄武岩Ba

  43.69

  41.29

  38.24

  36.09

  32.84

  0.15

  2.55

  5.60

  7.75

 11.00

暗灰

淡茶

～

淡黄灰

茶灰

灰

～

暗灰

表層5㎝アスファルト、15㎝砕石 
崖錐堆積物。不均質、砂主体であ
る。
シルト分を多く含み、全体に緩い
。
GL-1m付近、腐植物を少量混入す
る。

GL-2m以深は粘土分多く含む。   

関門層群。風化作用を受けてコア
は砂状を呈する。
指圧でコアは潰れる。   
岩組織は不鮮明である。 

関門層群。風化作用を受けて、コ
アは砂状を呈する。
礫は角礫状で、φ20～30㎜程度。
ハンマー軽打でコアにささる。

貫入岩。風化作用を受けて、コア
は礫～岩片状を呈する。 
コア自体は硬質で、ハンマー軽打
で反発する。
岩片コアに土砂状コアを介在する
。土砂状コアは固結状である。
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名  火の山移動施設整備設計・施工業務　ボーリング調査費

北 緯  33ﾟ 58' 02.1299" 

東 経 130ﾟ 57' 26.5133" 

 株式会社 リクチコンサルタント   萩原　秀雄  大田　清栄  萩原　秀雄  内山　克司  

試 錐 機 YBM-1WA  

エンジン NFD-12  ポ ン プ GP-3     

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ 
鉛

直

 90ﾟ

  0ﾟ方

向
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 0ﾟ 

 90゚

   0ﾟ
総 削 孔 長 11.00m 

ボーリング名 1B  

発 注 機 関 日本ケーブル株式会社　大阪支店

孔 口 標 高
 TP  

 43.84m 

調 査 期 間  令和6年 6月11日～ 令和6年 6月12日 

調 査 位 置 山口県下関市火の山公園地内　現行ロープウェイ路線及びその周辺 

電 話 083-922-1698 

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎

 第21244号  第14477号   第12228号   第14477号  
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人工材料A

ひん岩Po

凝灰質砂
岩

Tss 

凝灰角礫
岩

Tb

含礫凝灰
質砂岩

  43.82

  39.47

  37.17

  35.47

  35.17

  33.52

  31.47

  31.02

  29.47

  27.97

  0.15

  4.50

  6.80

  8.50

  8.80

 10.45

 12.50

 12.95

 14.50

 16.00

暗灰

黄褐

～

暗青灰

黄灰

～

淡黄灰

黄灰～

暗青灰～

黄灰

暗青灰

～

茶灰

表層5㎝アスファルト、15㎝砕石
。
貫入岩。風化作用を受けて、コア
は土砂状を呈する。     
指圧でコアは潰れる。   
岩組織は不鮮明である。 

GL-3～4m間、φ30㎜程度の角礫状
コアを呈する。

GL-6.5m付近は、φ50㎜程度の角
礫状コアを呈する。     

GL-8.6m以深は礫～岩片状コアが
点在する。

関門層群。風化作用を受けて、コ
アは砂～礫状コアを呈する。
ハンマー軽打でコアにささる。
GL-11m以深は不鮮明ながら岩組織
を認める。

関門層群。風化作用を受けて、コ
アは砂～礫状を呈する。
コアは固結状であり、ハンマー軽
打でささる。

関門層群。風化作用を受けて、コ
アは礫～岩片状を呈する。
礫自体は硬質である。   
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名  火の山移動施設整備設計・施工業務　ボーリング調査費

北 緯  33ﾟ 58' 02.6869" 

東 経 130ﾟ 57' 26.2374" 

 株式会社 リクチコンサルタント   萩原　秀雄  大田　清栄  萩原　秀雄  内山　克司  

試 錐 機 YBM-1WA  

エンジン NFD-12  ポ ン プ GP-3     

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ 
鉛

直

 90ﾟ

  0ﾟ方

向

 北  0ﾟ 

 270゚  90ﾟ

 西  東 

180ﾟ 南 

角

度

180ﾟ

 上 

 下 

 0ﾟ 

 90゚

   0ﾟ
総 削 孔 長 16.00m 

ボーリング名 1C  

発 注 機 関 日本ケーブル株式会社　大阪支店

孔 口 標 高
 TP  

 43.97m 

調 査 期 間  令和6年 7月 1日～ 令和6年 7月 3日 

調 査 位 置 山口県下関市火の山公園地内　現行ロープウェイ路線及びその周辺 

電 話 083-922-1698 

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎

 第21244号  第14477号   第12228号   第14477号  
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暗灰～
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黄灰
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表層5㎝アスファルト、45㎝砕石
～礫質土。
火山灰。固結状。
所々、φ10㎜程度の円礫を混入す
る。

貫入岩。風化作用を受けて、コア
は土砂状を呈する。     
GL-4.5mまで粘土～砂状コアとな
る。
指圧でコアは潰れる。   

GL-4.5m以深は岩組織が不鮮明な
がら認められる。

所々、礫状コアを介在する。    

GL-10m付近は礫状コアを呈する。

GL-11m以深のコアは岩組織が明瞭
となる。
ハンマー軽打でコアにささる。

GL-13.8ｍ以深は礫状コアが多く
認められる。

GL-15m以深は礫～岩片コアを呈す
る。
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名  火の山移動施設整備設計・施工業務　ボーリング調査費

北 緯  33ﾟ 58' 03.2972" 

東 経 130ﾟ 57' 25.9119" 

 株式会社 リクチコンサルタント   萩原　秀雄  大田　清栄  萩原　秀雄  内山　克司  

試 錐 機 YBM-1WA  

エンジン NFD-12  ポ ン プ GP-3     

地
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総 削 孔 長 17.00m 

ボーリング名 1D  

発 注 機 関 日本ケーブル株式会社　大阪支店

孔 口 標 高
 TP  

 43.88m 

調 査 期 間  令和6年 6月13日～ 令和6年 6月20日 

調 査 位 置 山口県下関市火の山公園地内　現行ロープウェイ路線及びその周辺 

電 話 083-922-1698 

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎

 第21244号  第14477号   第12228号   第14477号  

標

尺

　

標

高

　

深

度

　

工
学
的
地
質
区
分
名(

模
様)

工

学

的

地

質

区

分

名

色

調

風

化

の

程

度

変

質

の

程

度

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

岩

級

区

分

コア採取率

最大コア長

ＲＱＤ

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

深 度 － Ｎ 値 図

Ｎ

値

深

度

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

 

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

原

位

置

試

験

室

内

試

験

削

孔

月

日

削

孔

速

度

孔

径

・

孔

壁

保

護

給

圧

回

転

数

送

水

圧

削
孔
水
・
送
水
量

排

水

量



  1

  2

  3

  4

  5

  6

  7

  8

  9

 1 0

 1 1

 1 2

 1 3

 1 4

 1 5

 1 6

 1 7

 1 8

 1 9

 2 0

人工材料A
礫混じり
シルト

M-G

ひん岩
Po

凝灰角礫
岩

Tb

凝灰質砂
岩

Tss 

凝灰角礫
岩

Tb

含礫凝灰
質砂岩

  43.85
  43.60

  36.00

  35.45

  34.50

  34.00

  31.30

  29.30

  29.00

  28.00

  26.00

  0.15
  0.40

  8.00

  8.55

  9.50

 10.00

 12.70

 14.70

 15.00

 16.00

 18.00

黒～

灰
淡黄灰
淡青灰
黄褐

淡黄灰

～

淡青灰

～

黄褐

黄褐

茶褐

黄褐～

茶褐

黄褐

～

茶褐

～

乳灰

表層5㎝アスファルト、15㎝砕石 
不均質。φ20～50㎜の円礫多く混
入する。
貫入岩。風化作用を受けて、コア
は土砂状を呈する。     
指圧でコアは潰れる。   

GL-2.5～3.5m間、岩片状コアとな
る。
岩組織はやや不鮮明である。    

GL-8m以深は礫状コアとなる。   

関門層群。風化作用を受けて、コ
アは礫～岩片状を呈する。
GL-9m付近は、岩片コアとなる。 

ハンマー軽打でコアにささる。

関門層群。風化作用を受けて、コ
アは土砂状を呈する。   
指圧でコアは潰れる。   

GL-13.75m以深は礫状を呈する。 

関門層群。風化作用を受けて、コ
アは土砂状を呈する。
ハンマー軽打でコアにささる。

関門層群。風化作用を受けて、コ
アは礫状を呈する。

GL-17m付近は砂状コアとなる。ハ
ンマー軽打でコアにささる。
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調 査 業 者 名 主 任 技 師

地質調査技士
登 録 番 号 ：

地質調査技士
登 録 番 号 ：

地質調査技士 地質調査技士
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名  火の山移動施設整備設計・施工業務　ボーリング調査費

北 緯  33ﾟ 58' 02.8203" 

東 経 130ﾟ 57' 26.8224" 

 株式会社 リクチコンサルタント   萩原　秀雄  大田　清栄  萩原　秀雄  内山　克司  

試 錐 機 YBM-1WA  

エンジン NFD-12  ポ ン プ GP-3     

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ 
鉛

直

 90ﾟ

  0ﾟ方

向

 北  0ﾟ 

 270゚  90ﾟ

 西  東 

180ﾟ 南 

角

度

180ﾟ

 上 

 下 

 0ﾟ 

 90゚

   0ﾟ
総 削 孔 長 18.00m 

ボーリング名 1E  

発 注 機 関 日本ケーブル株式会社　大阪支店

孔 口 標 高
 TP  

 44.00m 

調 査 期 間  令和6年 6月21日～ 令和6年 6月25日 

調 査 位 置 山口県下関市火の山公園地内　現行ロープウェイ路線及びその周辺 

電 話 083-922-1698 

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎

 第21244号  第14477号   第12228号   第14477号  
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